
１晩で橋桁送り出し
高田機工 箱

堤
交
差
点

立

体

化

Ｄ
Ｘ
駆
使
し
施
工
管
理

交
差
点
直
上
に
送
り
出
す
鋼
桁
︵
２
日
夜
撮
影
︶

　
高
田
機
工
は

車
線
数
が
国
内
最
大
規
模
と
い
わ
れ
る
国
道
４
号
箱
堤
交
差
点
︵
仙
台
市
︶
の
立
体
化
事
業

で

交
差
点
を
ま
た
ぐ
橋
桁
を
２
日
夜
か
ら
３
日
朝
に
か
け
て
架
設
し
た

Ｃ
Ｉ
Ｍ
や
Ｍ
Ｒ
︵
複
合
現
実
︶
を

活
用
し
た
架
設
計
画
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
移
動
量
な
ど
を
反
映
す
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
駆
使

重
量
６
０
０


の
鋼
桁
を
約
１
０
０

送
り
出
す
高
難
度
工
事
の
施
工
管
理
を
見
え
る
化
し
た


Ｍ
Ｒ
で
の
４
Ｄ
投
影

　
東
北
地
方
整
備
局
仙
台
河
川

国
道
事
務
所
が
発
注
し
た
﹁
国

道
４
号
箱
堤
高
架
橋
上
部
工
工

事
﹂
の
一
環
で

直
轄
工
事
で

橋
梁
架
設
の
施
工
計
画
に
Ｍ
Ｒ

を
活
用
す
る
の
は
全
国
初


　
工
事
場
所
は
市
道
元
寺
小
路

福
室
線
と
交
わ
る
仙
台
市
若
林

区
卸
町
４

同
宮
城
野
区
日
の

出
町
３
の
箱
堤
交
差
点

鋼
５

径
間
連
続
箱
桁
橋
︵
橋
長
２
８

５


鋼
重
１
８
０
０

︶
を

交
差
す
る
市
道
の
上
に
架
設
す

る

交
通
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
す
る
た
め
中
央
分
離
帯
部
で

橋
桁
を
組
み
立
て

交
差
点
直

上
に
移
動
し
て
架
設
す
る
﹁
送

り
出
し
工
法
﹂
を
採
用

上
部

工
の
工
期
は

月

日
ま
で


　
２
日
夜
は
一
部
通
行
を
規
制

し
た
上
で

事
前
に
組
み
立
て

た
長
さ


の
箱
桁
を
Ｐ
３
橋

脚
側
か
ら


先
の
Ｐ
２
橋
脚

ま
で

油
圧
で
移
動
す
る
台
車

や
ロ

ラ

に
載
せ
１
分
当
た

り
１

の
早
さ
で
動
か
し
た


Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
︵
全
球
測
位
衛
星
シ

ス
テ
ム
︶
な
ど
で
収
集
し
た
送

り
出
し
移
動
量

ず
れ

た
わ

み

ジ


キ
反
力
な
ど
の
デ


タ
を
基
に
３
Ｄ
モ
デ
ル

点

群
デ

タ

地
図
情
報
な
ど
で

再
現
し
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
構

築

架
設
シ
ミ

レ

シ

ン

と
比
較
し
な
が
ら
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
施
工
管
理
し
た


日
夜

に
再
び
通
行
を
規
制
し

所
定

の
位
置
で
桁
を
降
ろ
し
設
置
を

完
了
す
る


　
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
活
用
し

た
管
理
の
効
果
に
つ
い
て

高

田
機
工
の
担
当
者
は
﹁
現
場
の

管
理
者
が
端
末
で
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き

施
工
性
が
向
上

し
た
﹂
﹁
架
設
の
記
録
を
デ


タ
で
残
す
こ
と
で
技
術
継
承
に

寄
与
す
る
﹂
な
ど
と
語

た


　
同
現
場
で
は

Ｍ
Ｒ
を
橋
桁

塗
装
色
の
決
定
や
若
手
技
術
者

と
の
施
工
イ
メ

ジ
の
共
有
な

ど
合
意
形
成
で
活
用
し
た

狭

あ
い
な
ヤ

ド
で
の
ク
レ

ン

や
資
機
材
の
配
置
検
証
に
も
役

立

た


　
高
田
機
工
の
塚
本
和
志
現
場

代
理
人
は
﹁

日
の
降
下
で
５

径
間
の
う
ち
１
径
間
が
完
了
す

る
が

引
き
続
き
安
全
面
・
品

質
面
を
徹
底
し
て
施
工
し
て
い

き
た
い
﹂
と
話
し
た


　
箱
堤
交
差
点
立
体
化
は
２
０

１
９
年
度
に
着
工
し

橋
梁
背

面
の
地
盤
改
良
と
高
架
橋
下
部

工︵
Ｒ
Ｃ
橋
台
・
橋
脚
計
６
基
︶

な
ど
が
完
工
し
て
い
る

送
り

出
し
架
設
以
外
の
一
般
部
は
橋

桁
を
大
型
ク
レ

ン
で
つ
り
上

げ
設
置
し

高
架
橋
の
床
版
工

事
と
舗
装
工
事
を
経
て
完
了
す

る


　
平
面
６
車
線
を
立
体
８
車
線

︵
橋
梁
部
直
進
４
車
線
︶
に
増

強
し
交
差
点
が
ボ
ト
ル
ネ

ク

に
な

て
発
生
し
て
い
た
渋
滞

の
解
消
と

直
轄
国
道
と
比
較

し
て
大
幅
に
高
い
死
傷
事
故
率

の
減
少
を
図
る

仙
台
市
若
林

区
卸
町

同
宮
城
野
区
鶴

谷

の
延
長
６

︵
う
ち
箱
堤
交
差

点
立
体
化
１
・
４

︶
で
計
画

す
る
仙
台
拡
幅
の
う
ち
最
後
の

未
整
備
区
間
に
な
る

開
通
は


年
度
を
予
定
し
て
い
る

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